


今
後
の
道
路
行
政
に
つ
い
て
の
意
見
・
提
案
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
様
式
①

 
①
道
路
行
政
全
般
に
つ
い
て
改
善
す
べ
き
点
、
要
望
の
提
案
な
ど
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高
知
県
津
野
町

 
 

 
 
 
地
方
に
お
け
る
道
路
の
整
備
状
況
は
関
東
や
関
西
圏
と
比
較
す
る
と
大
き
く
立
遅
れ
て
い
る
。
特
に
四
国
、
中
で
も
高
知
県
に
い
た
っ
て
は
惨
憺
た
る
も
の
が

あ
る
。
こ
の
状
況
は
、
今
議
論
さ
れ
て
い
る
道
州
制
の
導
入
に
あ
た
っ
て
も
大
き
な
壁
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
高
知
県
の
よ
う
に
道
路
整
備
率
が
全
国
水
準
に
達

し
て
い
な
い
県
に
つ
い
て
は
「
道
路
整
備
の
重
点
県
」
に
指
定
す
る
な
ど
し
て
、
国
庫
補
助
の
引
き
上
げ
な
ど
特
別
枠
で
の
道
路
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

 

  



今
後
の
道
路
行
政
に
つ
い
て
の
意
見
・
提
案
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
様
式
②

 
②
―
１
地
域
の
現
状
と
抱
え
る
課
題
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高
知
県
津
野
町

 
○
現
状

 
 
本
町
は
高
知
県
の
中
西
部
に
位
置
し
、
日

本
三
大
カ
ル
ス
ト
台
地
の
ひ
と
つ
で

あ
る
四
国
カ
ル
ス
ト
や
四
万
十
川
の
源
流
点
を
有
す
る
総
面
積
１
９
７
，
９
ｋ
㎡

人
口
約
６
，
９
０
０
人
で
そ
の
高
齢
者
率
は

３
７
％
を
超
え
る
過
疎
高
齢
化
が
進

む
山
間
の
町
で
あ
る
。

 
 
本
町
の

道
路
網
は
、
町
内
を
東
西
に
縦
断

す
る
国
道
１
９
７
号
と
南
北
に
横
断

す
る

国
道

４
３

９
号

の
二

つ
の

国
道

を
中

心
と

し
て

県
道

や
市

町
村

道
の

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

 
 
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
幹
線
道
路
で
あ
る

国
道
す
ら
幅
員
が
４
ｍ
に
満
た
な
い

未
改
良
区
間
が
多
く
落
石
の
危
険
や
、
ま
た

台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ
る
通
行
規
制

が
度
々
発
生
し
て
い
る
。
一
方
、
市
町
村
道
に
お
い
て
も
、
幅
員
が
３
ｍ
に
満
た

な
い
狭
隘
な
道
路
が
多
く
、
ま
た
、
橋
梁
に
お
い
て
は
築
４
０
年
以
上
を
超
え
た

橋
梁
も
多
く
、
今
後
耐
震
補
強
や
改
築
を
必

要
と
す
る
橋
梁
が
多
く
な
る
も
の
と

予
想
さ
れ
て
い
る
。

 
 

 

○
 
課
題

 
本

町
を

通
過
す

る
国

道
４
３

９
号

並
び
に

県
道

１
９
号

は
、

そ
れ
ぞ

れ
沿

線
住
民

に
と
っ

て
は

唯
一
の

幹
線

道
路
で

あ
り

通
勤
や

通
院

な
ど
で

欠
く
こ

と
の
で

き
な
い

重
要

な
道
路

で
あ

る
。
し

か
し

な
が
ら

、
何

れ
も
未

整
備
区

間
が
多

く
、
落

石
や

法
面
崩

壊
等

の
危
険

性
が

常
に
あ

り
異

常
気
象

に
伴
う

通
行
規

制
も
度

々
発

生
し
て

お
り

、
緊
急

車
両

の
通
行

に
も

支
障
を

き
た
し

て
お
り

、
住
民

の
生

命
や
財

産
を

守
る
上

に
お

い
て
も

早
期

の
道
路

整
備
が

必
要
で
あ
る
。

 
市

町
村

道
に
お

い
て

も
、
未

改
良

道
路
や

幅
員

狭
小
区

間
・

落
石
崩

壊
危

険
箇
所

等
も
多

く
あ

り
、
ま

た
老

朽
橋
梁

や
路

面
舗
装

・
安

全
施
設

等
々
の

既
存
ス

ト
ッ
ク

の
維

持
管
理

や
改

築
・
改

良
な

ど
多
岐

に
亘

っ
て
の

課
題
が

山
積
し
て
い
る
。

 

 



今
後
の
道
路
行
政
に
つ
い
て
の
意
見
・
提
案
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
様
式
③

 
②
―
２
 
地
域
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高
知
県
津
野
町

 
１
）
農
林
業
の
振
興

 
 
本
町
の
よ

う
な
山
間
地
域
に
お
け
る
産
業
は
、
農
林
業
の
振
興
や
交
流
人
口
の
拡
大
な
く
し
て
は
立
ち
行
か
な
い
状
況
に
あ
る
。
つ
い
て
は
、
林
業
資
源
の
多
面
的

要
素
（
治
水
・
保
水
・
癒
し
・
二
酸
化
炭
素
吸
収
等
々
）
を
高
め
る
た
め
森
林
の
適
正
な
管
理
育
成
を
行
う
と

共
に
、
用
材
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
利
活
用
に
積

極
的
に
取
り

組
む
。
ま
た
農
業
に
お
い
て
は

、
限
ら
れ
た
農
地
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
施
設
ハ
ウ
ス
を
活
用

し
た
付
加
価
値
の
高
い
農
産
物
の
生
産
に
取
り
組
む
と

共
に
、
農
産

物
直
販
シ
ス
テ
ム
の
充
実
に
よ
り
消
費
者
と
の
交
流
に
努
め
る
。

 
２
）
高
齢
者

福
祉
の
充
実

 
 
高
齢
者
率

が
３
７
％
を
超
え
る
本
町
で
は
、
介
護
や
支
援
・
予
防
な
ど
高
齢
者
福
祉
の
充
実
は
最
も
重
要
な
政
策
の
一
つ
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、
高
齢
者
が
安
心
し

て
生
き
生
き

と
生
活
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
る
。

 
３
）
観
光
の
振
興

 
 
本
町
は
、
四
万
十
川
の
源
流
点
や
日
本
三
大
カ
ル
ス
ト
台
地
の
一
つ
四
国
カ
ル
ス
ト
な
ど
を
有
す
る
と
共
に
、
豊
か
な
自
然
の
中
で
育
ま
れ
た
伝
統
芸
能
や
山
村
な

ら
で
は
の
素
朴
で
味
わ
い
の
あ
る
食
文
化
や

、
室
町
時
代
に
お
け
る
五
山
文
学
の
双
璧
と
称
さ
れ
た
義
堂
や
絶
海
を
は
じ
め
多
く
の
偉
人
を
輩
出
し
た
所
で
も
あ
り
、

現
在
、
文
科

省
へ
「
文
化
的
景
観
」
指
定
の
申
し
出
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
い
将
来
計
画
さ
れ
る
国
道
改
良
（
４
３
９
号
）
に
合
わ
せ
て
、
街
並
み
の
景
観
保

全
に
努
め
魅
力
の
あ
る
町
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
。

 
 
以
上
、
３
点
が
本
町
の
取
り
組
む
べ
き
重
点
施
策
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
狭
隘
で
カ
ー
ブ
の
多
い
未
整
備
の
山
間
部
の
道
路
は
、
農
林
産
物
の
搬
送
に
危
険
や

時
間
を
要
し
、
観
光
で
訪
れ
た
人
々
に
は
「
時
間
的
ロ
ス
」
や
「
通
行
不
安
」
を
与
へ
、
公
共
交
通
機
関
が
少
な
い
地
域
で
は
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
が
「
命
が
け
」
で

日
々
の
生
活
の
為
に
車
を
運
転
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
人
命
や
財
産
を
守
る
べ
き
緊
急
車
両
す
ら
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。

 
 
こ
の
様
な
状
況
は
、
都
市
と
の
格
差
を
議
論
す
る
以
前
の
問
題
で
あ
る
。
つ
い
て
は
、
住
民
が
自
信
を
持
っ
て
将
来
像
を
描
け
る
為
に
は
、

 
「

地
域

が
必

要
と

す
る

道
路

の
整

備
」
が

最
も

重
要

な
重

点
施

策
で

あ
る

。
 

  



今
後
の
道
路
行
政
に
つ
い
て
の
意
見
・
提
案
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
様
式
 
④

 
③
道
路
施
策
の
重
点
事
項
（
代
表
事
例
、
期
待
す
る
効
果
や
評
価
等
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高
知
県
 
津
野
町

 
○
重
点
事
項

 
安

全
・

安
心

な
活

力
の

あ

る
地
域
づ
く
り

 
             

○
 
代
表
事
例

 
国
道
４
３
９
号
の
整
備
促
進

 
 

○
期
待
す
る
効
果
や
評
価
等

 
本

国
道

は
、

四
国

の
山

間
部

を
縦

走
す

る
国

道
で

あ
り

、

先
の

総
務

省
の

事
業

評
価

に
お

い
て

は
、

評
価

が
極

め
て

低
い

路
線

で
あ

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
沿

線
は

四
国

を
代

表
す

る
森

林
地

帯
で

あ
り

、
用

材
と

し
て

は
無

論
の

こ
と

森
林

の
持

つ
多

面
的

機
能

（
治

水
・

保
水

・
排

出
ガ

ス
の

吸
収

等
々

）
は

適
正

な
管

理
や

育
成

が
あ

っ
て

保
た

れ
る

も
の

で
あ

る
。

そ
の

意
味

に
お

い
て

も
沿

線
住

民
同

路
線

の
担

う
役

割
は

大
き

い
。

ま
た

、
沿

線
の

自
治

体
の

多
く

は
医

療
施

設
が

十
分

で
な

く
、

多
く

が
高

知
市

や
近

隣
の

市
の

病
院

を
利

用
し

て
い

る
状

況
に

あ
り

、
救

急
車

の
搬

送
時
間
の
短
縮
が
可
能
と
な
る
。

 

○
 
そ
の
他

 
危

険
箇

所
や

通
行

規
制

等
の

解
消

に
よ

り
安

全
で

安
定

し

た
日
常
生
活
が
営
ま
れ
る
。

 


